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山口県立響高等学校と豊北高等学校は再編統合し、平成 30 年 4 月に、現在の豊北高校の校地に新
たに山口県立下関北高等学校が開校します。来年４月の入学生は、新高校の１期生となります。 
この学校通信“NEWSchool”では、新高校の情報を随時紹介してまいります。 
第２号では、新高校の学習内容“学びの地図”について紹介します。 
 
 
 
 

○１年の「総合的な学習の時間」 

やＬＨＲの時間で徹底的に進 

路研究を行い、２･３年では､ 

希望進路や受験方法に応じて、 

２つのコースでクラスを編成 

します。 
 
 
 
○全クラス共通の科目を学習 
しますが、学力の幅が広い 
英語・数学では、一人ひと 
りにあった内容・方法（習 
熟度別クラス）で、それぞれの力をさらに伸ばします。 
 

 
 
○受験科目を集中して効率よ 
く学習します。 

○３年では、数学・理科・現 
代社会などの「探究」科目 
で、高度な入試問題にチャ 
レンジするとともに、現中 
学３年生から変わる新しい 
大学入試制度に対応した学 
習を行います。 

 
 
 
○希望進路に応じて、ビジネ 
スや福祉･保育などの授業を 
選択して、希望の進路先で 
生かせる実用的・体験的な 
学習を行います。 

○授業で身に付けた資格や経 
験を進路実現に生かします。 
 

［ビジネス基礎］ ビジネスマナー、電話・来客応対、ビジネス計算の基礎 
［ビジネス実務］オフィス実務、ビジネスと珠算、ビジネス英語 
[マーケティング] 市場調査、販売計画・仕入計画、価格の決定・販売促進 
[ビジネス情報] オフィス業務と情報通信ネットワーク、表計算ソフトウェアの活用 
[生活と福祉]   高齢者の生活援助の実習、介護の実習、レクリエーションの実習 
[フードデザイン] 健康と食生活、フードデザイン実習、食育と食育推進活動 
[子どもの発達と保育]子どもの生活、子どもの保育、子どもの福祉と子育て支援 

山口県立響高等学校 

山口県立豊北高等学校 

下関北高校通信 

ＮＥＷＳ 
 

ｃｈｏｏｌ 

第２号 
（H29.9.5 発行） 

平成 29 年 11 月設置 
平成 30 年４月開校 

２ つのコースを設置し、生徒の進路希望に応えます！  

＜１年次の学習内容＞ 

＜４年制大学進学をめざすコース＞ 

＜短期大学・専門学校への進学や就職をめざすコース＞ 

山口新聞
(5/11) 

特色１ 



学校独自の授業地域創生（仮称） 

 
 
 
 

○地域に関する学習を授業※に位置づけるとともに、地域 

と連携した取組を、部活動をはじめ学校の様々な活動を 

通して実施します。－自分の住んでいる地域に立って、自分の将来をみつめる－ 

○これらの活動を通して培
つちか

った“地域への愛着と誇り”を 

地域の課題に正面から向き合い、その解決に向けて取り 

組もうとする、“高い志”へと育てます。 
  
 
 
 
 
 
 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域と協働した活動により、   

社会的・職業的な自立を促し、豊かな心を育みます！ ！  

－地域で学ぶ、地域を守る、地域を創る－ 

ねらい：地域との関わりを通して、地域と自分自身の未来を創造 
内  容：県や市の職員、商工会など地域の方から、魅力や課題、施策をリレートーク 

グループで地域に出て（フィールドワーク）、調べたり、アイデアを提案した
り、Ｗｅｂページなどで広く紹介したりするなど、体験的な活動を実施 

読売新聞
(8/13) 

山口新聞(7/13) 

朝日新聞(8/25) 

一足お先に･･ 
-新高校つまみ食い- 

※新高校で実施する

学習のうち、実施

が可能なものは、

今年度から先行実

施しています。 

※交流会でお話
を伺った若手経
営者の方々が、
夏祭りなど、地
域を盛り上げる
ために頑張って
おられる姿に直
接ふれ、協力す
ることを通し
て、生徒たちは、
教室での学びを
実際の社会生活
につなげるとと
もに、地域に貢
献するというこ
とを実体験した
ようです。 

特色２ 


